
御
物
本

『
更
級
日
記
』
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て

佐
々
木
 
勇

O
、
本
稿
の
目
的

菅
原
孝
標
女

(
一
〇
〇
八
－

〈没

年
未
詳
〉
)
が

一
〇
六
〇
年
頃
に
書

い
た
と

さ
れ
る

『
更
級
日
記
』
に
、
孝
標
女
自

筆
本
は
伝
わ
ら
な
い
。
平
安
時
代
成
立

の

現
存
文
献
に
も
そ
の
書
名
を
見
出
せ
ず

、
藤
原
定
家

(
一
一
六
二
－

一
二
四

一
)

の

『
明
月
記
』
寛
喜
二
年

(
一
二
三
〇
)
六
月
十
七
日
の
条
に
出
る
の
が
初
出
例

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
京
都
御
所
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
藤
原
定
家
筆
御
物
本

『
更
級

日
記
』
が
唯

一
の
証
本

で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
な
か
ろ
う

(注
1
。

こ
の
御
物
本

『
更
級
日
記
』
は
、
大
正
十
三
年
に
佐
佐
木
信
綱
に
よ
り
発
見
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
玉
井
幸
助
が
詳
細
に
調
査
し
、
補
修
の
際
に
綴
じ
誤
り
に
よ

っ

て
錯
簡
が
生
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
現
存
諸
本
は
す
べ
て
、
こ

の
御
物
本
の
錯
簡
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
も
御
物
本
を
祖
本
と
す

る
こ
と
が
判
明
し
た

(注
2
)。

よ

っ
て
、
現
行
教
科
書

の

『
更
級
日
記
』
本
文
が
、
平
安
時
代
成
立
時

の
本
文

を
ど
の
程
度
伝
え
て
い
る
も
の
か
、
知

る
す
べ
が
な
い
。

本
稿
は
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
の
仮
名
字
体
が
、
い

つ
の

・
い
か
な
る
も
の

で
あ
る
か
を
考
察
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
考
察

の
方
法

菅
原
孝
標
女
自
筆

『
更
級
日
記
』
ば
か
り
で
な
く
、
孝
標
女
自
筆
文
献
は
、
残

っ
て
い
な
い
ら
し
い
。
そ
の
た
め
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
仮
名
字
体
と
孝
標
女

自
筆
文
献
と
の
、
仮
名
字
体
の
直
接
比
較
は
で
き
な

い
。

し
か
し
、
近
年
の
仮
名
字
体
研
究
に
よ

っ
て
、
同
時
代
で
あ

っ
て
も
、
実
用
的

文
章
と
文
学
的
文
章
と
で
は
、
字
母

(仮
名

の
も
と
と
な

っ
た
万
葉
仮
名
用
法
の

漢
字
)
と
字
体

(文
字

の
骨
組
み
)
と
が
異
な

っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
た

(注
3
)。

そ
こ
で
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』

の
仮
名
字
体
を
、
成
立
時
で
あ
る

一
〇
六
〇

年
頃
と
定
家
書
写
時

の

一
二
三
〇
年
頃
の
、
実
用
的
文
章
お
よ
び
文
学
的
文
章
そ

れ
ぞ
れ
と
比
較
し
、
そ
の
字
母
と
字
体
と
が
そ
れ
ら
の
内
ど
れ
に
近
い
か
を
見
る

方
法
に
よ

っ
て
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』

の
仮
名
字
体
が

い
つ
の

・
い
か
な
る
も

の
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
方
法
を
採

る
。

ま
ず
、
仮
名
字
母
数

・
字
体
数
を
比
較
し
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
の
そ
れ
と

近

い
も
の
に

つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
仮
名
字
母
を
比
較
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
の
仮
名
字
体

御
物
本

『
更
級
日
記
』

の
仮
名
字
体
を

一
覧
表
に
す
れ
ば
、
左

の
と
お
り
で
あ

る
。
異
な
り
仮
名
字

母
数
は
、
九
十
二
字

で
あ
る

(注
4
)。
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三
、
仮
名
字
母
数

・
字
体
数

の
比
較

1
.

一
〇
六
〇
年
頃
の
実
用
的
文
章

に
お
け
る
仮
名
字
体

一
〇
六
〇
年
頃
の
文
書
な
ど
実
用
的

文
章
と
し
て
、

一
〇
八
五
年
頃
書
写

『
不

空
三
蔵
表
制
集
』
紙
背
消
息

(第
三
十

三
通
)
の
仮
名
字
体
表
を
引
用
す
る
。

①

一
〇
八
五
年
頃
書
写

『
不
空
三
蔵
表
制
集
』
紙
背
消
息

(第
三
十
三
通
)

(矢
田
勉

『
国
語
文
字

・
表
記
史
の
研
究
』
59
頁
よ
り
引
用
。
)

文
量
が
少
な

い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
と
比
較
し
て
、

異
な
り
字
母
数

・
字
体
数
が
著
し
く
少
な

い
。

2
.
一
二

三
〇
年
頃
の
実
用
的
文
章
に
お
け
る
仮
名
字
体

次
に
、

一
二
三
〇
年
頃
の
実
用
的
文
章
の
仮
名
字
体
と
し
て
、
親
鸞

自
筆
消
息

全
十
二
通
の
仮
名
字
体
表
を
引
用
す
る
。

②
親
鸞

(
一
一
七
三
年
―

一
二
六
二
年
)
自
筆
消
息
全
十
二
通

.(
一
二
四
三
年

～

一
二
六
二
年
の
間
に
書
写
)
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(矢

田
勉

『
国
語
文
字

・
表
記
史
の
研
究
』
1
9
9
頁
よ
り
引
用
。
)

②
は
①

に
比
べ
、
異
な
り
字
母
数
が
増
え

て
い
る
と
は
い
え
、
全
七
〇
に
過
ぎ

な
い
。
や
は
り
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
の
字
母

・
字
体
数
に
は
及
ば
な

い
。

3
.

一
〇
六
〇
年
頃
の
文
学
的
文
章

に
お
け
る
仮
名
字
体

築
島
裕
は
、
『
仮
名
』
(『
日
本
語

の
世
界
　

5
』

一
九
八

一
年
、
中
央
公
論
社
)

で
、
源
兼
行

(
一
〇
二
四
―

一
〇
七
四
)
書
写
と
推
定
さ
れ

て
い
る

『
古
今
和
歌

集
』
高
野
切
の
仮
名
字
体
は
、
同
期

の
文
書
類
と
大
き
く
異
な
ら
な

い
、
と
述

べ

る
。
そ
の
異
な
り
字
母
数
は
六
五
で
あ
る
。

下
に
、
築
島
裕
右
著
書
か
ら
、
『
古

今
和
歌
集
』
高
野
切
巻
第

五
の
仮
名
字
体

表
を
引
用
す
る
。

こ
の
表
で
、
仮
名
の
右
に
引
用
者
が
傍
線
を
引
い
た
字
体
が
、
同
期
の
文
書
類

に
見
ら
れ
な

い
仮
名
字
体
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ご
く
僅
か
で
あ
る
。

③

『
古
今
和
歌
集
』
高
野
切
巻
第
五

(築
島
裕

『
仮
名
』

17
頁
に
依

る
。
)

4
.
一
二

三
〇
年
頃
の
文
学
的
文
章
に
お
け
る
仮
名
字
体

④
定
家
筆

『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年

(
一
二
二
六
)
書
写
本

左
は
、
定
家
筆

『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年

(
一
二
二
六
)
書
写
本
の
仮
名
字

体
表

で
あ
る
。
仮
名
字
体
の
下
の
数
は
使
用
度
数
、
そ
の
下
の

(

)
内
は
そ
の

音
節
を
表
示
す
る
仮
名
全
体

の
延
べ
数
に
対
す
る
割
合

で
あ
る
。
児
玉
奈
月

『
藤

原
定
家
書
写
本

「古
今
和
歌
集
」
に
お
け
る
文
字
遣

い
に
関
す
る
研
究
』
(平
成

二
十
年
度
本
学
本

コ
ー
ス
卒
業
論
文
)
か
ら
、

一
部
訂
正
の
上
、
引
用
し
た
。

定
家
筆

『古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年
本
の
異
な
り
字
母
数
は
、
八

五
で
あ
る
。

こ
の
数
は
、
御
物
本

『
更
級
目
記
』

の
異
な
り
仮
名
字
母
数
に
近
い
。

(
7
8
)



定
家
は
、
繰
り
返
し

『古
今
和
歌
集
』
を
書
写
し
て
い
る
。
全
文
が
残

っ
て
お

り
、
複
製
本
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
他
に
、
貞
応

二
年

(
一
二
二
三
)

本

・
伊
達
家
旧
蔵
無
年
号
本

(
一
二
二
五
年
頃
)
が
あ
る
。
児
玉
氏
の
調
査
に
よ

る
と
、
こ
の
貞
応
二
年
本

・
伊
達
家
旧
蔵
無
年
号
本

の
仮
名
字
体
も
、
右

の
嘉
禄

二
年
本
と
大
き
く
異
な
ら
な

い

(注
5
)。

以
上
の
比
較
か
ら
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
の
仮
名
字
母
数

・
字
体
数
は
、
定

家
書
写
時

の
文
学
的
文
章
の
そ
れ
に
近
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

四
、
仮
名
字
母
の
比
較

御
物
本

『
更
級
日
記
』

の
仮
名
字
母
数

・
字
体
数
は
、
定
家
書
写
時

の
文
学
的

文
章
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
。

以
下
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
と
定
家
書
写
時

一
二
三
〇
年
頃

の
文
学
的
文
章

と

の
、
仮
名
字
母

の
比
較
を
行
な
う
。

一

.

1
.
定
家
筆
御
物
本

『
更
級
日
記
』
と

『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄

二
年
本
と
の
仮

名
字
母
の
比
較

定
家
筆
御
物
本

『
更
級
日
記
』
と
定
家
筆

『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年
本

の
字

母
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
重
な
る
。
相
違
点
は
、
左
が
す
べ
て
で
あ
る
。

（以
下
へ
仮
名
字
母
を

〈

〉
に
括

っ
て
示
す
。)

A
.
御
物
本

『
更
級
日
記
』
に
無
く
、
『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年
本
に
有

る
仮

名
字
母
。
(二
字
)

〈年
〉

〈連
>

B
.
御
物
本

『
更
級
日
記
』
に
有
り
、
『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年
本
に
無

い
仮

名
字
母
。
(九
字
)

〈木
〉

〈支
〉
〈具
〉

〈古
〉
〈帝
〉

〈登
〉
〈婦
〉

〈衛
〉
〈乎
>

2
.
定
家
筆
御
物
本

『
更
級
日
記
』
と

『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年
本
と
の
字
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母
相
違
の
理
由

こ
こ
で
は
、
右

で
導
か
れ
た
、
定
家

筆
御
物
本

『
更
級
日
記
』
と

『
古
今
和
歌

集
』
嘉
禄
二
年
本
と
に
、
字
母
の
相
違

が
見
ら
れ
る
理
由
を
考
察
す
る
。

A
.
御
物
本

『
更
級
日
記
』
に
無
く
、
『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄

二
年
本

に
有
る
仮

名
字
母

－

〈
年
〉
〈連
〉
－

こ
の

〈年
〉

〈連
〉
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年
本
以
外

の
文
学
的
文
章

に
お

い
て
用

い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
元
永
三
年

(
一
一
二
〇
)

本

『
古
今
和
歌
集
』

の
仮
名
字
体
表
を
掲
げ
る

(注
6
)。

⑤
元
永
三
年
本

『
古
今
和
歌
集
』

(
一
一
二
〇
)
の
仮
名
字
体

(築
島
裕

『
仮
名
』
1
8
4
頁
に
依
る
。
)

右

の

と

お

り

、

〈
年

〉

〈連

〉

と

も

に

用

い
ら

れ

て

い
る

。

〈年
〉
は
、
応
永
十

一
年

(
一
四
〇
四
)
以
前

書
写

『
新
古
今
和
歌
集

』
(烏

丸
本
)
で
も
用

い
ら
れ
て
お
り

(注
7
)、
文
学
的
文
章

で
使
わ
れ
続
け
た
仮
名
字

体

で
あ
る
。
ま
た
、

〈連
〉
は
、
定
家
筆

『
土
左
日
記
』
・
建
久
本

『
大
鏡
』
・
鎌

倉
後
期
筆

『
伏
見
天
皇
御
集
』
・
『
新
古
今
和
歌
集
』
(烏
丸
本
)

で
用
い
ら
れ
て

い
る

(注
8
)。
次
に
引
く
⑥
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
も
両
字
体
を
使
用
す
る
。

B
.
御
物
本

『
更
級
日
記
』
に
有
り
、
『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年
本
に
無
い
仮

名
字
母

－

〈
木
〉
〈
支
〉
〈
具
〉
〈
古
〉
〈
帝
〉
〈
登
〉
〈婦

〉
〈
衛
〉
〈乎
>
-

こ
れ
ら
も
、
他
の
文
学
的
文
章
で
は
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
十
二
世
紀
以
降

の
文
学
的
文
章
に
お
け
る
仮
名
字
体
を
見
る
。

⑥

『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書

(十
二
世
紀
前
半
書
写
)

の
仮
名
字
体

(築
島
裕

『
仮
名
』
1
8
6
頁
に
依
る
。
)
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⑦
西
本
願
寺
蔵

『
三
十
六
人
集
』
(平
安
時
代
後
期
書
写
)
の
仮
名
字
体

(築
島
裕

『
仮
名
』

18
7頁
に
依
る
。
)

右

の
と
お
り
、
⑤
⑥
⑦

の
十
二
世
紀

に
お
け
る
文
学
的
文
章
に
は
、
〈支
〉
〈具
〉

〈古
〉
〈帝
〉
〈
登
〉

〈婦
〉
〈衛
〉
〈乎

〉
が
使
用
さ
れ
て
い
る

(仮
名
字
体
表
中

に
傍
線
を
付
し
た
)
。

右

の
十
二
世
紀
文
学
的
文
章
仮
名
字
体
表
に
は
見
ら
れ
な

い

〈木
〉
は
、
紀
貫

之
本
を
字
体
ま
で
正
確
に
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
為
家
筆

『
土
左
日
記
』
に
見

ら
れ
る

(そ
れ
を
写
し
た
青
谿

書
屋
本

に
も
そ
の
ま
ま
書
写
さ
れ
て
い
る
(注
9
))
。

加
え

て
、
藤
原
道
長
自
筆

『
御
堂
関
白
記
』
中
の
和
歌
に
も
存
す
る
た
め
、
「或

い
は
男
性
を
中
心
に

一
部
で
用
い
ら
れ
て
い
た
仮
名
字
体
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
」
(注
10
)と
い
う
。
そ

の
字
体
を
、
定
家
が
書
写
時
に
使
用
し
た
も
の
か
も
し

れ
な

い
。

以
上
、
定
家
筆
御
物
本

『
更
級
日
記
』
と

『
古
今
和
歌
集
』
嘉
禄
二
年
本
の
仮

名
字
体
は
、
院
政
鎌
倉
時
代

の
物
語

・
和
歌
な
ど
の
文
学
的
文
章
に
お
け
る
仮
名

字
体
と
し
て
、
と
も
に

一
般
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。

五

、

結

論

以
上

の
検
討
か
ら
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
は
、
菅
原
孝
標
女
が

一
〇
六
〇
年

頃
に
書
い
た

『
更
級
日
記
』

の
仮
名
字
体
で
は
な
く
、

一
二
三
〇
年
頃
に
藤
原
定

家
が
書
写
し
た
時
の
仮
名
字
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
仮
名
字
体
は
、
定
家
書
写
当
時
の
文
学
的
文
章
と
し
て
、
特
異
な

も

の
で
は
な
か

っ
た
。

定
家
は
、
独
自

の
仮
名
遣

(定
家
仮
名
遣
)
を
用
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
底
本

の
仮
名
字
母

・
仮
名
字
体
を
変
更
し
た
(注
11
)。

し
か
し
、
そ
の
変
更
し
た
仮
名
字
体
は
、
定
家
仮
名
遣

の
ご
と
き
独
自

の
も

の

で
は
な
く
、
当
時

の
文
学
的
文
章
と
し
て
、

一
般
的
な
字
体

で
あ

っ
た
(注
12
）。

注(
1
)

『
更
級
日
記
』
は
、
な
が
く
菅
原
家
に
保
管
さ
れ
、
菅
原
為
長

(孝
標
の

六
世
)
と
昵
懇

で
あ

っ
た
藤
原
定
家
に
見
せ
ら
れ
た

の
が
、
世
に
出
る
き

っ

か
け
に
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
現
存
藤
原
定
家
筆

『
更
級
日
記
』

の
奥
書

「先
年
傳
得
此
草
子

件
本
/
為
人
被
借
失
仍

以
件
本
書
/
写
人
本
更
書
留
之
傳
ゝ
之
間
/
字
誤
甚

多
不
審
事
等
付
朱
/
若
得
證
本
者
可
見
合
之
/
為
見
合
時
代
勘
付
舊

記
等
」

か
ら
、
御
物
本

の
底
本
は
、
菅
原
孝
標
女

の
書
写
本
で
は
な
く
、
少
な
く
と

も
二
度

の
転
写
を
経
た
本

で
あ
る
。

(
2
)

玉
井
幸
助

『
更
級
日
記
錯
簡
考
』
〈
一
九

二
五
年
、
育
英
書
院
〉、
参
照
。

( 18 )



(3
)

矢
田
勉

『
国
語
文
字

・
表
記
史

の
研
究
』

(二
〇

一
二
年
、
汲
古
書
院
)、

参
照
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る

「字
母
」
「字
体
」
は
、
本
文
中

(

)
内

に
記
し
た
意
味
で
使
用
す
る
。
た
と
え
ば
、

の
字
母
は
同

一

の

「
可
」
で
あ
り
、
字
体
は
異
な

る
と
す
る
。

(
4
)

『
漢
字
講
座

4
』
(
一
九
八
九
年
、
明
治
書
院
)
に
も
、
御
物
本

『
更

級
日
記
』
の
仮
名
字
体

一
覧
表
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
掲
げ
た
の
は
、

そ
れ
と
は
異
な
る
。
本
稿
の
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
5
)

定
家
が
古
典
書
写
に
あ
た

っ
て
、
自
ら

の
仮
名
遣

い

(定
家
仮
名
遣
い
)

を
実
践
し
て
い
た

こ
と
は
、
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

(大
野

晋

「藤

原
定
家

の
仮
名
遣
に

つ
い
て
」
〈
「国
語
学
」
72
号
、

一
九
六
八
年
三
月
〉
)
。

本
研
究
で
は
、
仮
名
字
体
も
、
原

本
の
そ
れ
を
変
更
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。

(
6
)

本
資
料

の
仮
名
字
体
表
は
、
『
国
語
学
大
辞
典
』

(
一
九
八
〇
年
、
東
京

堂
出
版
)

の

「
平
仮
名
」

の
項
目

(小
林
芳
規
執
筆
)
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
小
異
が
有
る
。

(7
)
(
8
)

小
林
芳
規

『
図
説

日
本

の
漢
字
』
(
一
九
九
八
年
、
大
修
館
書
店
)
、

参
照
。
そ
の
他
、
矢
田
著
書
掲
載

消
息
類
の
仮
名
字
体
表
に
も
、
用
例
を
指

摘
で
き
る
。

(9
)

こ
の

「木
」
を
漢
字
と
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
字
体
表
も
公
表
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
御
物
本

『
更
級
日
記
』
の
例
は
、
「
几
帳
」
を

〈木
長
〉
と

書

い
た
も
の
で
あ
り
、
漢
字

の

「木
」
と
は
字
形
も
異
な
る
。

(10
)

矢
田
勉

『
国
語
文
字

・
表
記
史

の
研
究
』
2
1
3
頁
。

(
1
1)

こ
の
点

は
、
紀
貫
之
自
筆
本
を
正
確
に
書
写
し
た
為
家
筆

『
土
左
日
記
』

と
定
家
筆

『
土
左
日
記
』
の
仮
名
字
体

を
比
較
す
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。

(
12
)

た
だ
し
、
定
家

の

「仮
名
文
字
遣

い
」
の
同
期
文
学
的
文
章
に
お
け
る
位

置
づ
け
は
、
す
べ
て
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
文
学
的
文
章
に
、
同

一
音
節
に
比
較
的

多
く
の
仮
名
字
体
が
必
要
で
あ

っ
た
理
由
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

定
家
書
写
本
を
用
い
た
従
来
の
研
究
で
は
、
同

一
字
母
隣
接
の
回
避
、
単

語
が
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
行
頭

・
行
末
に
お
け
る
標
示
の
機
能
が
指
摘

さ
れ
て
き
た

(小
松
英
雄

『
仮
名
文
の
原
理
』
(
一
九
八
八
年
、
笠
間
書
院
)
)
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
例
外
的
な
処
理
の
た
め
だ
け
に
、
多
数

の
字
母
が

存
在
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

さ
ら
に
、
右

の
よ
う
な
説
明

の
み
で
は
、
「う

・
ぬ

・
や
」
な
ど
、
多
く

の
仮
名
文
献
を
通
じ
て
、

一
字
体

の
み
の
音
節
が
存
す
る
こ
と
を
説
明
で
き

な

い
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
点
に
対
し
、
近
年
、
次
の
二

つ
の
観
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

1
.
単
語
に
よ

っ
て
決
ま

っ
た
字
母
を
使
用
し
て
い
る
。

例
)
「け
ふ

(今

日
）
」
を

〈介

不
〉
と
書
く
。

(迫
野
度
徳

「定
家

の

「仮

名
も
じ
遣
」
」

(
「語
文
研
究
」
37
、

一
九
七
四
年
八
月
)
、
矢
田
勉

『
国
語

文
字

・
表
記
史

の
研
究
』、
参
照
。
)

2
.
語
頭
と
非
語
頭
の
字
母
を
区
別
す
る
。

例
)
語
頭
―

〈志
〉
、
非
語
頭
―

〈之
〉

(安
田
章

「仮
名
資
料
序
」

(
「論

究
日
本
文
学
」

二
九
、

一
九
六
七
年

一
月
)
、
同

「仮
名
文
宇
遣
序

」
(
「国

語
国
文
」

一
九
七

一
年
二
月
)
、
同

「仮
名
資
料
」
(
「国
語
国
文
」

一
九
七

二
年
三
月
)
、
矢
田
勉

『
国
語
文
字

・
表
記
史
の
研
究
』
、
参
照
。
)

鎌
倉
時
代

の
平
仮
名
文
に
お
い
て
、
右
の
例
以
外
に
は
、
右
の
現
象
の
具

体
例
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

(広
島
大
学
)

(82)


